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松
本
芳
夫
先
生
を
悼
む

初

代

本

文

庫

文

庫

長

松

本

芳

夫

先

生

は

、
昭
和
五
十
七
年
十
一I

月

八

日

老

衰

の

た

め

逝

去

せ

ら

れ

た

。

享

年

八

十

九

歳

。

先

生

は

明

治 

二

十

六

年

八

月

、
和

歌

山

県

東

牟

婁

郡

下

里

村

に

生

れ

、

同

四

十

年

和

歌

山

県

立

新

宮

中

学

校

に

入

学

。

ニ
年
生
の
頃
よ
り
§

を
病
み 

休

学

を

続

け

、

た

め

に

、
海

軍

兵

学

校

に

入

り

海

軍

軍

人

た

ら

ん

と

す

る

夢

は

破

れ

、
多

感

な

少

年

を

内

省

的

た

ら

し

め

た

。

同
四
十
五 

年

上

京

し

、

私

立

郁

文

館

中

学

校

に

転

じ

、
翌

々

年

同

校

を

卒

業

。

大

正

三

年

、
令

兄

実

三

氏

の

友

人

鈴

木

錠

之

助

氏

に

勧

め

ら

れ

慶

應 

義

塾

大

学

部

予

科

(
史
学
)

に

入

学

。

そ

の

頃

令

兄

は

本

郷

の

帝

大

学

生

で

、

内

村

鑑

三

門

下

と

し

て

後

の

東

大

総

長

南

原

繁

氏

外

数

人 

と

信

仰

グ

ル

ー

プ

白

雨

会

を

結

成

、
先

生

も

兄

君

の

友

人

と

親

し

く

交

わ

り

、
思

想

や

人

生

に

関

し

影

響

を

受

け

た

。

大

正

八

年

大

学

部 

を
卒

業

、

直

ち

に

義

塾

商

工

学

校

教

員

に

任

ぜ

ら

れ

た

。

当

時

、
義

塾

史

学

科

は

創

設

後

間

も

な

か

っ

た

が

、
主

任

の

田

中

萃

一

郎

先

生 

を

中

心

に

し

て

教

授

陣

も

充

実

し

、
生

新

の

気

に

溢

れ

て

い

た

。

大
正
.十

年

十

一

月

に

は

早

く

も

雑

誌

「
史

学

」

が

創

刊

(
松
本

芳

夫

.
松 

本

信

広

.
飯
田
忠
純
企
画
)
さ

れ

た

。

先

生

は

田

中

先

生

を

終

生

敬

慕

し

て

止

ま

ず

影

響

を

^

る

と

こ

ろ

最

も

大

で

あ

っ

た
P

川

合

貞

一

先 

生

の

講

ず

る

民

族

心

理

学

も

学

問

の

方

法

上

示

唆

に

富

ん

で

い

た

。

丁

度

そ

の

頃

津

田

左

右

吉

博

士

の

『
神

代

史

の

新

し

い

研

究

』

が

刊 

行

さ

れ

、

そ

れ

に

よ

っ

て

I

層

方

法

的

自

覚

を

促

$

れ

、

こ

れ

を

批

判

し

つ

つ

『
神

代

史

研

究

』

(
大
正
九
年
刊
〉
が

成

っ

た

。

先

生

の

最 

初

の

学

問

的

著

作

で

あ

り

、

そ

の

後

の

研

究

上

の

進

展

が

こ

こ

に

予

見

さ

れ

る

。

大

正

十

三

年

に

、

少

し

後

輩

に

当

る

松

本

信

広

先

生

の 

尽

力

に

よ

り

柳

田

国

男

先

生

を

史

学

科

講

師

に

迎

え

、

出

講

は

昭

和

三

迄

続

い

た

。

こ

れ

よ

り

先

、
大

疋

九

年

に

両

松

本

先

生

他

の 

主

唱

に

よ

る

民

俗

，
民

族

懇

話

会

と

も

い

ぅ

べ

き

「
地

人

会

」
の

発

足

が

そ

の

下

地

に

あ

っ

た

。

こ

れ

が

機

縁

に

な

っ

て

『
熊

野

民

©



(
炉
辺
叢
書
の
内
、
大
正
十
二
年
刊
)
や

、

後

年

の

『
熊

野

民

俗

記

』

(
昭
和
十
八
年
刊
)
所

収

の

資

料

が

鬼

集

さ

れ

た

。

先

生

は

こ

の

分

野

に 

終

生

変

ら

ぬ

関

心

を

示

さ

れ

た

が

、
専

門

領

域

で

あ

る

古

代

史

研

究

と

民

俗

学

と

が

ど

う

交

っ

て

い

る

か

は

後

考

を

俟

ち

た

い

。

大
正
十 

ニ
年

、
大

学

予

科

教

員

兼

専

門

部

(
後
の
高
等
部
)
教

員

に

就

任

。

昭

和

三

年

九

月

、
欧

米

に

留

学

を

命

ぜ

ら

れ

、
各

地

を

巡

っ

て

同

五

年 

十

二

月

帰

朝

、

次

で

翌

六

年

に

は

文

学

部

助

教

授

兼

大

学

予

科

教

員

、

同

八

年

に

は

文

学

®

授

に

任

ぜ

ら

れ

、
国

史

科

主

任

教

授

と

し 

て

の

重

責

を

担

い

、
主

と

し

て

古

代

史

の

講

義

•
演

習

を

担

当

し

た

。
先

生

の

古

代

史

家

と

し

て

の

学

問

的

業

績

は

、
帰

朝

後

よ

り

終

戦 

迄

の

間

に

執

筆

さ

れ

た

も

の

が

多

く

、

昭

和

三

十

四

年

に

義

塾

賞

を

受

け

た

『
古

代

日

本

人

の

思

想

』

(
同
年
刊
)
は

、
戦

後

執

筆

さ

れ

た 

学

位

論

文

「
古

代

日

本

人

の

政

治

思

想

」

も

収

め

ら

れ

、

そ

の

代

表

的

著

作

と

い

う

こ

と

が

出

来

る

。

昭

和

二

十

四

年

以

降

、
新

制

大

学

が

発

足

す

る

よ

う

に

な

る

と

、
先

生

は

一

学

究

と

し

て

研

究

に

専

念

す

る

こ

と

が

次

第

に

許

さ

れ

な 

く

な

っ

た

。

外

で

は

文

部

省

の

各

種

委

員

を

委

嘱

さ

れ

、
塾

内

で

も

多

く

の

役

職

が

待

ち

か

ま

え

て

い

た

。

昭

和

ニ

+

三

年

一

月

、

諸
大 

学

に

先

が

け

て

義

塾

に

大

学

通

信

教

育

部

が

開

講

さ

れ

、

同

年

五

月

先

生

は

そ

の

第

二

代

部

長

を

兼

任

さ

れ

た

。

当

時

の

奥

井

塾

長

も

熱 

心

で

あ

っ

た

が

、
先

生

は

精

力

を

傾

け

て

大

学

と

し

て

は

全

く

新

し

い

未

経

験

の

事

業

の

発

展

の

た

め

に

粉

骨

砕

身

し

、

そ

の

啓

蒙

発

展 

を

計

る

た

め

の

講

演

会

等

に

は

率

先

し

て

全

国

く

ま

な

く

出

張

し

、

そ

の

足

跡

を

印

し

な

い

県

は

殆

ん

ど

絶

無

と

い

わ

れ

た

。

そ
の
執
筆 

に

な

る

通

信

用

テ

キ

ス

ト

「
国

史

」

「
史

籍

解

題

」

も

刊

行

さ

れ

た

。

五

年

を

超

え

る

任

期

を

終

え

二

十

八

年

九

月

、
部

長

の

職

を

辞

し

、
 

翌

十

月

に

は

新

に

文

学

部

長

並

び

に

大

学

院

文

学

研

究

科

委

員

長

に

任

ぜ

ら

れ

た

。

こ

の

年

は

先

生

の

還

暦

に

当

っ

て

い

た

。

任
期
は
ニ 

期

四

年

に

及

ん

だ

が

、
学

部

各

科

の

H

ゴ

を

厳

し

く

抑

え

る

と

と

も

に

、
相

互

の

融

和

を

計

り

、

ま

た

、

比

較

的

若

い

層

の

意

見

を

積

極 

的

に

採

上

げ

る

な

ど

、
多

く

の

人

か

ら

名

部

長

と

謳

わ

れ

た

。

こ

れ

よ

り

先

、
昭

和

初

年

に

、
故

麻

生

太

賀

吉

氏

は

東

洋

文

化

の

研

究

所

と

し

て

財

団

法

人

斯

道

文

庫

を

福

岡

市

に

設

立

さ

れ

た

が

、
 

所

員

に

よ

る

顕

著

な

業

績

も

あ

が

り

、

早

く

か

ら

著

名

な

存

在

で

あ

っ

た

。

小

泉

信

三

先

生

の

直

弟

子

で

あ

り

、
経

済

学

部

出

身

の

塾

員



大

塚

英

雄

氏

が

長

く

そ

の

主

事

の

職

に

あ

り

、
戦

火

の

下

身

を

挺

し

て

貴

重

な

蔵

書

を

安

全

に

守

っ

た

こ

と

は

長

く

記

憶

さ

る

べ

き

で

あ 

る
。

そ

の

後

戦

災

を

被

っ

た

同

文

庫

の

後

始

末

を

し

た

の

は

阿

部

隆

一

氏

で

あ

る

。

終

戦

後

す

ベ

て

の

機

能

を

停

止

し

た

研

究

所

の

継

承 

を

念

願

さ

れ

た

麻

生

氏

は

、
時

勢

に

鑑

み

、

そ

の

新

し

い

発

展

を

義

塾

に

託

す

べ

く

、
昭

和

三

十

年

の

頃

、
全

蔵

書

約

七

万

冊

の

寄

贈

を 

申

出

ら

れ

た

。

そ

の

寄

贈

が

決

定

し

、
実

際

に

書

物

が

着

荷

し

た

の

は

三

十

三

年

四

月

十

四

日

で

あ

り

、
取

敢

え

ず

日

吉

の

旧

寄

宿

舎

南 

寮

を

改

造

し

て

こ

こ

に

収

納

さ

れ

た

。

そ

の

後

ニ

年

余

の

準

備

期

間

を

経

て

、
当

時

の

図

書

館

長

野

村

兼

太

郎

先

生

等

の

設

立

準

備

委

員 

に

よ

り

組

織

な

ど

が

慎

重

に

審

議

さ

れ

た

結

果

、
現

在

み

る

如

き

研

究

所

と

し

て

の

骨

格

構

成

が

出

来

上

り

、

三

十

五

年

十

二

月

一

日

を 

も

っ

て

、

慶

應

義

塾

大

学

斯

道

文

庫

(
三
十
七
年
に
「
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
」
と
改
め
ら
れ
た
)

と

し

て

前

記

南

寮

内

に

開

所 

し
た

。

松

本

先

生

は

そ

の

初

代

文

庫

長

に

選

任

せ

ら

れ

、
阿

部

隆

一

氏

が

主

事

と

し

て

こ

れ

を

補

佐

し

た

。

私

立

大

学

が

名

実

兼

ね

備

え 

た

研

究

所

を

運

営

す

る

こ

と

は

決

し

て

容

易

い

こ

と

で

は

な

い

。

義

塾

は

当

時

ま

だ

多

難

の

折

で

は

あ

っ

た

が

、
幸

に

し

て

高

村

象

平

塾 

長

を

中

心

に

し

て

野

村

先

生

を

は

じ

め

設

立

委

員

の

強

い

支

持

を

得

て

、

文

庫

研

究

員

は

す

べ

て

専

任

者

を

も

っ

て

充

て

る

と

い

ぅ

、
研 

究

所

と

し

て

は

要

と

も

い

え

る

原

則

が

貫

か

れ

成

文

化

さ

れ

た

。

ま

た

、
学

部

と

研

究

所

と

の

関

係

も

、
従

来

の

国

立

大

学

の

例

な

ど

に 

徽

す

れ

ば

種

々

問

題

が

多

い

。
草

創

の

時

期

に

当

り

、
先

生

は

こ

れ

ま

で

の

経

歴

を

生

か

し

、
上

に

あ

っ

て

よ

く

大

局

を

把

握

し

、
研
究 

所

と

し

て

の

基

礎

を

固

め

る

こ

と

に

全

力

を

傾

け

ら

れ

た

。

文

庫

員

の

正

式

の

発

令

は

三

十

六

年

四

月

一

日

で

あ

り

、

研
究

所

と

し

て

の 

本

格

的

な

活

動

は

こ

の

時

か

ら

日

吉

に

於

て

始

め

ら

れ

た

。

ご

自

宅

か

ら

近

く

で

も

あ

っ

た

が

、
先

生

は

こ

こ

に

よ

く

足

を

運

ば

れ

、

文 

庫

員

の

仕

事

に

触

れ

、
皆

が

一

堂

に

会

す

る

機

会

を

進

ん

で

作

ら

れ

た

。

正

面

玄

関

入

口

に

掲

げ

ら

れ

た

「
斯

道

文

庫

」

と
い
ぅ
板
書
は 

先

生

の

筆

に

な

る

。
南

寮

の

周

辺

は

自

然

が

ま

だ

生

き

て

お

り

、
名

も

知

れ

ぬ

種

々

の

野

草

が

花

咲

き

、
大

小

の

山

鳥

も

飛

ん

で

き

て

は 

庭

先

に

お

り

立

っ

た

。

春

に

は

先

生

ご

夫

妻

を

囲

ん

で

花

見

を

催

し

た

こ

と

も

あ

る

。

翌

三

十

七

年

三

月

に

は

、

文

庫

員

の

研

究

成

果

を 

発

表

す

る

「
斯

道

文

庫

論

集

」

創

刊

号

が

刊

行

さ

れ

、
研

究

員

全

員

が

執

筆

し

た

。
先

生

は

「
創

刊

の

辞

」

を

書

か

れ

、

ま

た

表

紙

の

墨



書

誌

名

も

そ

の

筆

に

成

り

、

以

後

現

在

に

及

ん

で

い

る

。

百

年

の

記

念

事

業

の

一

端

と

し

て

三

田

の

図

書

館

の

増

築

も

含

ま

れ

、

工
事
の 

完

了

を

ま

っ

て

、

十

月

に

文

庫

は

三

田

の

図

書

館

内

に

移

転

し

た

。

「
斯

道

文

庫

書

誌

叢

刊

第

I
J

に
当
る
『江
戸
時
代
出
版
書
籍 

目

録

集

成

』

一

が

刊

行

さ

れ

た

の

は

十

二

月

で

あ

り

、

監

修

者

と

し

て

先

生

は

序

文

を

草

さ

れ

た

。

翌

三

十

八

年

は

先

生

の

古

稀

の

歳 

に

当

る

。
先

生

が

長

年

育

成

せ

ら

れ

た

三

田

史

学

会

は

寿

を

祝

し

「
史

学

」

第

三

六

—

ニ

•
三

を

古

稀

記

念

号

と

し

て

刊

行

、

こ
れ
を
献 

呈

し

た

。

当

文

庫

論

集

第

三

輯

も

同

様

の

記

念

号

と

し

て

年

を

越

し

て

刊

行

し

、

こ

れ

を

献

呈

し

た

。

元

来

頑

健

で

あ

ら

れ

、

そ
の
上
酒 

も

煙

草

も

嗜

ま

れ

な

い

先

生

は

、

こ

の

年

な

お

矍

鑠

と

活

動

さ

れ

、
求

め

に

応

じ

、

三

月

刊

、
当

論

集

第

二

輯

に

は

「
山

片

幡

桃

の

歴

史 

観

」

を

寄

稿

せ

ら

れ

た

。

先

生

は

早

く

か

ら

わ

が

国

歴

史

観

の

変

遷

に

関

心

を

懐

き

「
歴

史

家

と

し

て

の

福

沢

諭

吉

先

生

」

(
「史
学J

 

一
三
—

三

•
昭
和
九
)

「
古
代
日
本
人
の
歴
史
甲
9
想

」

(
昭
和
十
六
)

「
白

石

の

史

学

J

 

(
「
史
学J

三

一
—

四
•昭
和
三
三
)
等
が
あ
る
が
、
い
ま 

こ

の

篇

に

よ

り

終

止

を

打

た

れ

た

。

同

時

に

こ

れ

は

先

生

の

学

術

論

文

と

し

て

は

最

後

の

も

の

で

あ

る

。

昭

和

三

十

九

年

、
先

生

の

文

庫 

長

と

し

て

の

任

期

は

ま

だ

満

了

し

な

か

っ

た

が

、

こ

の

三

月

を

も

っ

て

定

年

に

よ

り

退

休

せ

ら

れ

、
従

っ

て

文

康

長

の

職

も

辞

任

さ

れ

、
 

佐

藤

信

彦

文

庫

長

に

替

っ

た

。

先

生

は

そ

の

後

も

屢

々

文

庫

に

立

寄

っ

て

歓

談

を

楽

し

ま

れ

、

同

時

に

論

集

刊

行

の

督

促

の

言

葉

を

き

ま 

っ

て

付

け

加

え

ら

れ

た

。

先

生

の

内

部

に

は

幼

時

以

来

熊

野

が

永

遠

な

る

も

の

と

し

て

生

き

続

け

て

お

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

ぅ

。

晚
年
に
な 

る

に

つ

れ

、
何

時

も

話

題

が

落

付

く

と

こ

ろ

は

熊

野

で

あ

り

、

そ

ぅ

な

る

こ

と

が

ま

た

わ

れ

わ

れ

聴

く

者

に

と

っ

て

は

何

よ

り

の

楽

し

み 

で

あ

っ

た

。
中

学

時

代

の

恩

師

川

出

麻

須

美

翁

の

指

導

に

よ

り

始

め

ら

れ

た

和

歌

や

長

詩

は

昭

和

三

十

九

年

に

『
肖

像

』

と
し
て
刊
行
さ 

れ

た

。

こ

の

一

巻

は

他

の

ど

の

書

物

よ

り

も

自

身

を

よ

り

よ

く

表

現

し

て

い

て

尊

い

と

書

か

れ

た

あ

と

が

き

が

心

に

残

る

。

太田次男謹識


